
椙山女学園大学における私立大学等改革総合支援事業
を中心とする私学助成を契機とした取組と成果

私立大学等改革総合支援事業の採択状
況

2013年度 タイプ1 大学教育質転換型
タイプ2 地域特色型
タイプ3 多様な連携型

2014年度 タイプ1 教育の質的転換
タイプ2 地域発展

2015年度 タイプ2 地域発展

2016年度 タイプ1 教育の質的転換
タイプ2 地域発展

椙山女学園大学

私大等教育研究活性化設備整備事業の
採択状況

2013年度 タイプ1 大学教育質転換
型

2014年度 タイプ1 教育の質的転換

2016年度 タイプ1 教育の質的転換

学校法人椙山女学園
椙山女学園大学
椙山女学園高等学校
椙山女学園中学校
椙山女学園大学附属小学校
椙山女学園大学附属幼稚園
椙山女学園大学附属保育園

学校法人椙山女学園沿革
1905年 名古屋裁縫女学校開校
1930年 椙山女子専門学校開校
1942年 椙山女子専門学校附属

幼稚園開園
1947年 椙山中学校開校
1948年 椙山女学園高等学校開

校

1952年 椙山女学園大学附属小
学校開校

2015年 椙山女学園大学附属保
育園開設

椙山女学園大学の概要

大学名 椙山女学園大学 （SUGIYAMA  JOGAKUEN  UNIVERSITY）

設置者 学校法人椙山女学園

開設 1949年6月1日

所在地 愛知県名古屋市千種区星が丘元町17-3
TEL：052-781-1186（代表）

学部等 大学院 4研究科
生活科学研究科、人間関係学研究科、現代マネジメント

研究科、教育学研究科
大学 7学部11学科

生活科学部（管理栄養学科、生活環境デザイン学科）、
国際コミュニケーション学部（国際言語コミュニケーショ
ン学科、表現文化学科）、人間関係学部（人間関係学科、
心理学科）、文化情報学部（文化情報学科、メディア情報
学科）、現代マネジメント学部（現代マネジメント学科）、
教育学部（子ども発達学科／保育・初等教育専修、初等中
等教育専修）、看護学部（看護学科）

教育目的 本学園の教育理念「人間になろう」にのっとり、深く専門
の学術を教授研究し、もって高い知性と豊かな情操を兼ね
備えた人間を育成すること

入学定員 大学院 46名 大学 1年次：1,342名、2・3年次編入：51名

収容定員 大学院 95名 大学 5,474名

在籍学生 大学院 40名 大学 6,032名



椙山女学園大学における学士課程教育の質的転換のための改革アクションプラン

区分 課題（テーマ） 質的転換実施計画（例） 具体的な方策 責任母体 担当責任者 達成時期 担当部署

学長「教育改革の指針」指示
・学長による「教育改革指針（仮称）」を策定し、教育改革の必要性及び方向性を全教職員に周知徹底する（リーフレッ

ト作成）。

学長

質転換検討委員会
米田学長補佐 Ｈ25 .3 総務課

・教育改革指針を周知徹底する。（学長が7学部教授会及び全職員に向けて説明。） 米田学長補佐

・全学ＦＤ研修会のテーマとして設定し、教員に研修参加を義務付ける。 北岡学長補佐

・大学協議会、教授会等会議を活用して、積極的に情報提供を行う。
米田学長補佐、
北岡学長補佐、各学部長

教育理念の共有
・教育理念「人間になろう」の精神をわかりやすくまとめたリーフレットを作成し、全教職員・非常勤講師に配付する。勉
強会を開催する。

米田学長補佐 H26.3

・「教育開発・改善センター（仮称）」など授業改善を専門に行う組織を設置し、体系的な改善の仕組みを検討する。ま
た、教育方法の開発、授業改善への援助、定期的な授業改善の促進を行い、教育の質の向上をリードする。

北岡学長補佐

・センター（仮称）は、特定のテーマ（アクティブラーニング、サービスラーニングの活用方法・ICTの活用方法など）に

絞ったＦＤ研修会を実施する。（センターの設置が難しい場合は全学FD委員会がその任を担う）
北岡学長補佐

・「教育実践・教授法コンテスト（仮称）」などのセンター企画により、高い教育力に対する顕彰を行い、意識の向上を図

るとともに、教育スキルの全学的な普及を促す。
北岡学長補佐

・センター（仮称）は他大学等の先進事例を収集し、学内に積極的に情報提供することで、本学での導入・普及を促

す。
北岡学長補佐

・センター（仮称）または全学FD委員会は、事前・事後学修時間の確保と有効活用の検証をおこなう。 北岡学長補佐

全学FD活動の活性化と推進 ・全学ＦＤ委員会の自覚向上を図る。 北岡学長補佐 H26.3

FD専門家の養成・活用 ・現教員の中で研修などを受けさせ、専門家を養成するか、FD専門家を招く。 北岡学長補佐 H26.3

教員の改善意識向上 ・教員の自己評価アンケートの実施 北岡学長補佐 H26.3
・各学部におけるディプロマポリシー、カリキュラムポリシーの再点検と相互チェックにより、整合性のあるポリシーを確
立する。

各学部長

・ポリシーに基づき、各授業科目で教授すべき内容を整理し、兼担・非常勤を含むすべての授業担当者に周知・徹底
する。

各学部長

・学生に対してポリシーを分かりやすく明示し、学部長もしくは教務委員が説明する。 各学部長

・ナンバリング、カリキュラム・フローにより、カリキュラムの体系性を検証し、ディプロマポリシーを具現化するための体
系的なカリキュラムを再構築する。

各学部長
米田学長補佐

・履修モデル、カリキュラムマップ等により、カリキュラムの体系を分かりやすく明示する。
各学部長
米田学長補佐

教育科目の整理・統合
・ナンバリング、カリキュラム・フローにより、カリキュラムの体系性を検証し、ディプロマポリシーを具現化するための体
系的なカリキュラムを構築すると同時に教育科目の整理・統合を行う。

質転換検討委員会
　各学部長

米田学長補佐
各学部長 H26.3 教務課

・各学部において「教育内容検討会議（仮称）」を立ち上げ、学部の教育内容（カリキュラム、教授内容など）について、

恒常的に検証し、改善する体制を構築する。
各学部長

・領域ごとに授業担当者会議を開催し、授業科目間の連関性を担保する。 各学部長

・兼担・非常勤を含むすべての授業担当者に対し、ポリシーや各授業科目で教授すべき内容等を周知・徹底し、体系

化されたカリキュラムを実際の授業において具現化する（スタッフ懇談会を全学部で義務付ける。）。
各学部長

・各学部においてアセスメントポリシーを整備し、教育成果の調査・分析を行う。 各学部長

・教育成果の調査・分析結果を踏まえた教育改善を行う。 各学部長

学部FD活動の活性化と推進 ・学部ＦＤ予算を、改善の試みなどを積極的に支援するために活用する。 学部FD委員会 各学部長 H26.3 教務課

･大学改革審議会を全学的な戦略プランニングを行う場として機能させる。（大学改革審議会と大学協議会の役割及び
運営方法の見直し）

学長

・全学的視点で課題を解決する組織の早期実現。 学長

・学長補佐体制の強化、副学長制導入など、学長のサポート体制を強化する。 学長

・教職協同の組織づくりを推進する。 学長

・マネジメントをサポートする職員の職能開発（ＳＤ）を促進する。 総務部長

・学部長、主任の役割、責任を明確化する。 各学部長

・学部長、主任等を中心とした「学部教育改革委員会（仮称）」を組織するなど、PDCAサイクルに基づく学部運営や将
来計画等戦略プランニングを行う体制を構築する。

各学部長

平成25年4月9日

学部・学科設置組織
学部FD委員会

H26.3質転換検討委員会
　全学ＦＤ委員会

H26.3課題0
全教職員に対する課題

（危機感の共有）

教員に対する課題
（教員の資質向上）

学部、学科、専攻等に対する課題
（魅力ある教育の構築）

課題3 マネジメントに対する課題

課題1

課題2

全学的教育改善・改革活動必要性の認識

組織的教育への理解の深化

学部長
学部・学科設置組織
学部FD委員会

質転換検討委員会 総務課

全学FD委員会 教務課

総務課

学部事務室

教務課

教務課組織的教育の実施

マネジメント体制の確立

【全学的なマネジメント】

アセスメントポリシーによる教育効果の測定

ディプロマ・カリキュラムポリシー等の確立と
周知

教育課程の体系化

学長
質転換検討委員会

大学改革審議会
大学協議会
新設教職協働組織

企画課

総務課H26.3

H26.3

H26.3

H26.3

H26.3

H26.3

質転換検討委員会
　各学部長
学部・学科設置組織

教務課

教務課

教務課

授業改善のしくみ・組織つくり

質転換検討委員会
各学部長
学部教務委員会

学部・学科設置組織　　
マネジメント体制の確立

【学部におけるマネジメント】

椙山女学園大学における学士課程教育の質的転換のための改革アクションプラン【H26.4改訂版】 2014.04.18

区分
課題

（テーマ）
実施計画 具体的な方策 取組時期 責任母体 担当責任者 担当部署

トップメッセージの発信 ①教育改革の内容及び成果について、学内外にトップメッセージを継続的に発信する。 単年度 大学運営会議 米田学長補佐 総務課

②大学全体が抱える問題を把握し、大学の目指すべき目標・方向性と個々の学部・教職
員の目標・方向性を合わせるため、共通の課題や教育改革の必要性や目的、取り組むべ

き課題等を明確に提示する。

単年度 大学運営会議 米田学長補佐 総務課

③既存の会議等を通じて構成員に積極的かつ丁寧に情報を発信するとともに、改革・改善
計画等への意見や質問、提案を積極的に受け、全学的な議論が促進されるよう「参加・参
画」型手法による改革の促進を図る。

単年度
大学運営会議
大学協議会

学長

各学部長

事務局長

総務課

教育理念、ビジョンの共有
④教育理念を具現化するため、理念の更なる共有化を図るとともに、１０年後のあるべき
姿や構成員が一丸となって目指す方向性を踏まえた長期ビジョンを策定する。

中・長
大学運営会議
（大学ＩＲ室）

　
戸部学長補佐

総務課
企画課

危機感の共有
（「正しく恐れる」）

⑤高等教育全体及び本学の現状について、積極的かつ正確に情報提供を行い、教職員

の意識の共有を図る。
（本学の教育・研究、経営が置かれた環境状況や競合校とのポジショニング等について、
エビデンスデータを用いて正確に説明し、構成員の課題共有を図る。）

単年度
大学運営会議

（大学ＩＲ室）
戸部学長補佐

総務課

企画課

①「授業支援相談窓口の設置」
全学FD委員会の下に授業改善や授業支援に関わる支援窓口を設置し、組織的な支援が
受けられるようにする。

単年度
大学運営会議

全学ＦＤ委員会
戸部学長補佐 教務課

②「アクティブラーニングの推進支援」

アクティブラーニングやICTを活用した授業を推進するため、学内外の研修会等への参加
や支援体制の整備を行う。

単年度 全学ＦＤ委員会 戸部学長補佐 教務課

③「教員の顕彰及び授業方法、教育スキルの全学的な向上」
高い教育力に対する顕彰を行い、意識の向上を図るとともに、教育スキルの全学的な普
及を促す。

単年度 大学運営会議 戸部学長補佐 教務課

④「先進的授業方法の情報共有化の促進」
他大学だけでなく、本学内での先進的事例となるような授業や授業改善の取組み事例に

ついてHP等に集約して、教員がいつでも参考とできるようにする。

単年度 全学ＦＤ委員会 戸部学長補佐 教務課

課題0
全教職員に対する課

題
（危機感の共有）

全学的教育改善・改革活動必要性の
認識

組織的教育への理解の深化

課題1
教員に対する課題
（教員の資質向上）

授業改善のしくみ・組織つくり

椙山女学園大学改革アクションプラン2015【全体】（最終確定版）
実施計画

大分類 中分類 小分類 平成２７年度

椙山女学園大学の学生として卒業時に身につけていることが

期待される能力として「椙大学生コンピテンシー」（仮称）（「●
つの力」（仮称））として整理し、今後の教育改革や教育・学生

支援の指針とする。

平成28年度に向けて、学部学科の目的、学部学科のディプロマポリシー、社会において求められている能力など
も踏まえた上で、「椙大学生コンピテンシー」（仮称）（「●つの力」（仮称））に向けた具体的な検討を行う。

米田学長補佐

戸部学長補佐

企画広報部

学務部

大学運営会議

　（大学ＩＲ室）

教育理念「人間になろう」をわかりやすく伝えるためのキャッチコピーを策定する。 米田学長補佐

戸部学長補佐

企画広報部

教務課
大学運営会議

「人間になろう」の現代的解釈に基づき、「人間論」の教授内容、授業計画、実効的運営方式等を設定する。 米田学長補佐 企画課、教務課
人間論ＷＧ
人間学研究センター運営委員会

教育理念「人間になろう」の意味や「教育」「研究」「社会貢献」「大学運営」などに対する椙山としての基本方針を

定めた「椙山女学園大学憲章」（仮称）をわかりやすくまとめ、教職員・学生等に周知する。
米田学長補佐

戸部学長補佐
総務課 大学運営会議

中期計画第２期に向けて、本学の現状と特性を分析し、総合大学としての強みについて再整理する。 米田学長補佐

戸部学長補佐

総務課、企画課、

学務部

大学改革審議会

大学運営会議

（大学ＩＲ室）

学部・学科の垣根を越えた学生の学びの支援、学生間の交流・共同活動事業、教員間の共同事業を推進する仕
組みをつくる。

米田学長補佐

戸部学長補佐
企画課、学務部

大学運営会議

全学教務委員会

全学学生委員会

大学IR室を中心に学内外の各種調査結果等も踏まえた椙山の魅力の再検証を行い、明確化する。 戸部学長補佐 企画課 大学IR室

大学広報戦略ワーキンググループを中心に広報戦略を立案し、学内外に分かりやすくＰＲする。 米田学長補佐

戸部学長補佐
広報課 大学広報戦略WG

学園連絡会議、学園所属長会議等の学校間の協議の場を活用し、総合学園としての強み、弱みの再検討を行う

とともに、各学校・園との連携強化に向けた具体的施策について協議し、推進する。 戸部学長補佐

総務課

山添キャンパス事務課

企画課

大学運営会議

学園連絡会議

学園所属長会議

併設各校（園）との連携協力事業、相互教育プログラムを計画し、平成２７年度中に実施可能なものについては

実施する。（併設中高との教育課程連携事業（キャリア教育）、学校間連携海外研修プログラム等）
米田学長補佐

戸部学長補佐

総務課、企画課、学務部

山添キャンパス事務課

大学運営会議

全学教務委員会

全学学生委員会

国際交流委員会

（１）掲げられた目標を確実に達成する

共通の使命感を持つ。

「教育」「研究」「社会貢献」「大学運営」などについて、椙山とし

ての基本方針を定め、教職員が共通認識を持つ。

「教育」「研究」「社会貢献」「大学運営」などに対する椙山としての基本方針を定めた「椙山女学園大学憲章」（仮

称）を策定する。（課題０-２と連動）
米田学長補佐

戸部学長補佐
総務課 大学運営会議

「中期計画」「改革アクションプラン」など、椙山の改革の方向性をわかりやすく伝えるためのリーフレットを作成

する。
米田学長補佐

戸部学長補佐
総務課 大学運営会議

椙山の置かれている現状を客観的かつ正確に把握するための「IRレポート」（仮称）を作成し、学内で共有する。 戸部学長補佐 企画課 大学IR室

全学的視点で、教育課程の体系性について再検証を行う。 米田学長補佐 教務課
大学運営会議

全学教務委員会

カリキュラムの体系性に基づき、関連授業科目を明確にし、ナンバリング及びカリキュラムフローを作成する。 米田学長補佐 教務課
大学運営会議

教育内容検討会議

【重点項目】

（２）教育科目を整理・統合する。

学部・学科の目的や３つのポリシーを具現化するための、より

魅力的な教育課程を実現する。

大学運営会議の下に「全学カリキュラム検証部会」（仮称）を設置し、全学的視点で客観的に検証する。さらに、

学部・学科の体系性に沿わない科目を各学部「教育内容検討会議」において整理・統合する。
米田学長補佐

戸部学長補佐
教務課

大学運営会議

教育内容検討会議

全学ｶﾘｷｭﾗﾑ検証部会（仮称）

【重点項目】

（３）学部の垣根を超えた連携強化によ
る魅力づくりをする。

学部・学科を超えた魅力ある授業連携等が可能かを模索す

る。
学部・学科を超えた魅力づくりのための授業連携や企画等を模索する。 米田学長補佐

戸部学長補佐
企画課 大学運営会議

シラバス内容の検証・改善を行い、充実したシラバスが作成できる要綱を提示する。 戸部学長補佐 教務課 全学FD委員会

初回の授業でシラバスを用いた授業概要等の説明を必ず実施する。 戸部学長補佐 教務課 全学FD委員会

※担当責任者等については改めて調整
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【重点項目】
２　「人間になろう」の教育理念を共有・展開する。

１　教育理念等の共有

教育理念・ビジョンの全学

的な共通理解と認識を持つ

学生及び教職員が教育理念「人間になろう」の意味を理解し、

学修、教育・学生支援など、学生・教職員がそれぞれの日々
の活動の中で、教育理念を意識しながら行動できるようにす

る。

学生が自主学修へ転換する効果的なシラバスとなるよう内容
を検証し、確実に活用されるための仕組みを構築する。

【重点項目】
３　７学部を有する総合大学としての強みを形成・強化す

る。

【重点項目】
４　伝統ある女子大としての魅力を明示する。

学部・学科の枠組を越えた教育・学生支援の仕組み、共同研

究・共同プロジェクトを推進する仕組みを構築する。

関係会議
中期計画第１期【H26年度～H28年度】

最終目標(達成ビジョン)

椙山女学園大学中期計画

（２）全学的な教育改善・改革活動の必

要性を認識し、組織的教育への理解を

深める。

教職員が椙山の現状を正確に把握するとともに、「椙山女学園

大学中期計画」「改革アクションプラン」など椙山の改革方向

性について、共通認識の下、全学を挙げて教育改善・改革活
動に取り組む。

1　育成する人材像の明示

５　保育園・幼稚園から大学院までを有する総合学園とし
ての強みの形成と強化

学園の各校（園）がそれぞれの個性を活かしつつ、相互の連携
を密にし、教育プログラム、各種行事の合同実施など、女子総

合学園としての魅力、強みを活かした活動をできる仕組み・体
制を構築する。

担当責任者 担当部課

椙山の魅力を再検証し、学生・教職員の間で共有するととも

に、学外にも分かりやすくＰＲする。
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（４）シラバスを充実する。

【重点項目】
（１）教育課程の体系性を点検し、改善

の方向性を明確にする。

教育課程の体系性を再検証し、学部の目的や３つのポリシー

に基づく体系的な教育課程を構築する。

２　魅力ある学部・学
科・専攻づくり

充実した教育内容を持つ魅
力ある学部・学科・専攻をつ

くる。

【確定版】椙山女学園大学改革アクションプラン2016

「椙山女学園大学憲章」を制定し、教職員に周知するとともに、ホームページ等の広報媒体を通じて
学外にも積極的に情報発信する。

後藤学長補佐
総務課
企画課

大学憲章起草WG

ＩＲ室の資料による本学の強み、椙山女学園大学憲章などを踏まえ、教育理念「人間になろう」をわ

かりやすく伝えるためのキャッチコピーを策定する。
学長 広報課 広報戦略WG

「人間論」の授業のための教材を作成し、学生に配付することで、教育理念への理解を深める。 米田学長補佐 教務課

人間論実施責任者会議

人間論教材作成プロジェ
クト

椙山の魅力（大学の魅力・学生の魅力）を再検証し、学生・教職員間で共有する。 後藤学長補佐 企画課
大学IR室会議

企画広報部IR室員会議

学生募集を念頭に置き、学内外に椙山の魅力を発信するため、大学ホームページ（特にトップペー

ジ）の更新回数を増やすとともにコンテンツ構成をより魅力あるものに随時更新する。また、組織的・
戦略的な広報を展開するため、大学広報戦略ＷＧを定期的に開催する。

学長 広報課 広報戦略WG

教職員や学生のアイデアを取り入れる仕組みをつくる。 後藤学長補佐 企画課
大学IR室会議
企画広報部IR室員会議

大学運営会議で全学部のカリキュラムを検討し、科目数等の適正について検証する。 米田学長補佐 教務課 大学運営会議

（④改革総）

完成したナンバリングをもとに、各学部の教育内容検討会議でカリキュラムフローを作成し、教育課
程の体系性を検証する。

学部長
米田学長補佐

教務課 教育内容検討会議

対外的に打ち出せる「魅力あるカリキュラム」、「魅力ある授業」を各学部で再検討し、検討結果を大

学運営会議で確認・共有する。

学部長

米田学長補佐
教務課 教育内容検討会議

学部・学科を超えた学生間の交流・共同活動推進する仕組みをつくる。具体的な取り組みとして今年
度は学生ボランティアの仕組みをつくる。

米田学長補佐 学生課 全学学生委員会

学部・学科を越えた教員間の共同研究・プロジェクトを推進する仕組みをつくる。 社会連携センター長 企画課
社会連携センター運営委

員会

アクティブラーニングによる授業を推
進する。

ＦＤ委員会を中心に学生が自ら学ぶ姿勢を身につけるための
授業の在り方を検討するとともに、課題解決型授業の全学実
施を検討する。

（③改革総）
学外組織との連携による課題解決型授業の全学部での実施に向けて支援体制を整える。

学部長
後藤学長補佐

教務課 全学ＦＤ委員会

併設校以外の高等学校との連携協定校を継続的に増やす。

また連携事業が志願者増につながるような工夫をする。

併設校以外の高等学校と連携協定校を増やすとともに、連携事業の内容や成果を検証し、相互にメ

リットのある事業内容を確立する。
入学センター長 入試課 入試広報委員会

併設校と教育・研究、入試、キャリア形成の連携イベントを実
施する。

（⑥改革総）
併設校との連携事業内容を検討し、連携強化を図る。

入学センター長 入試課 入試広報委員会

社会連携センターにおいて、地域及び企業等との連携拡充に

向けた基盤整備を行う。

地域及び企業等との連携拡充に向けた行動目標・行動計画を策定するとともに、必要な体制の整備

を行う。
社会連携センター長 企画課

社会連携センター運営委

員会

平成３２年度の国際化ビジョン達成に向け、各事業を推進す
る。

国際化ビジョンを達成するための行動計画を策定し、着実に実行する。 国際交流センター長 学生課
国際交流センター
国際交流委員会

課題

最終目標(達成ビジョン) 実施計画
担当

責任者
担当部課 関係会議

大分類 中分類 小分類

０
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「人間になろう」の教育理念を共有・展開し、伝統ある女子大としての魅力を明
示する。

学生及び教職員が教育理念「人間になろう」の意味の理解を

深め、学修、教育・学生支援など、学生・教職員がそれぞれの
日々の活動の中で、教育理念を意識しながら行動できるよう
にする。

椙山の魅力・強みを再検証し、学生・教職員の間で共有すると
ともに、学外にも分かりやすくＰＲする。
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魅力ある学部・学科・専攻づくり

充実した教育内容を持つ魅力ある学部・
学科・専攻をつくる。

教育課程の体系性を点検し、教育科
目を整理・統合する。

学部・学科の目的や３つのポリシーを具現化し、より魅力的な
教育課程を実現するために、教育課程の体系性を再検証す

る。

７学部を有する総合大学としての強
みを形成・強化する。

学部・学科の枠組を越えた教育・学生支援の仕組み、共同研
究・共同プロジェクトを推進する仕組みを構築する。

高大接続、社会連携、国際連携の強化
社会からの要請に応え、社会に貢献する

併設校のみならず特定高校との連携
内容の充実を図る。

地域及び企業連携並びに国際連携
を拡充する。

椙山女学園大学改革アクションプラン2017【確定版】

大項目 中項目 小項目

■教育理念及び大学憲章について、Student　Handbook、履修の手引、大学ホームページ、パンフレット等各種
媒体への掲載はもちろんのこと、新任教職員研修や学長メッセージ、創立記念式典、オープンキャンパス、父母

の集いなど学内外向けの様々な行事等において継続的にメッセージを発信する。

■椙山歴史検定の内容の充実を図り、自校史教育に活用する。また、ホームページへ掲載するなど、学生等が

椙山歴史検定で理念の理解を深められるようにする。

■教職員が自校史への関心と理解を深めるため、新任教職員研修における説明を充実させる。また、教職員が

自校史への理解を深めることの重要性について継続的にメッセージを発信する。

学長

学長補佐
総務課 大学運営会議

【自校史教育】

■平成29年度人間論における自校教育（3回）の授業の内容・方法等について、授業担当教員が8月末までに検

証する。

■平成30年度の授業担当教員は、次年度の授業実施に向け、検証結果を踏まえた実施計画案を11月までに作

成する。

人間論実施委員長

（江崎学長補佐）
教務課 人間論実施委員会

【学生サポーター制度】

■全学学生委員会は、ピアサポーターが企画・提案するサポート活動について支援するほか、図書館、教育学
部などが行うピアサポート活動に対しても連携と支援を行う。

全学学生委員長
（江崎学長補佐）

学生課 全学学生委員会

【3つのポリシーを具現化した魅力的な教育課程の展開】

■各学部の教育内容検討会議は、3つのポリシーを検証するために、どのように学修成果を測定するかを定め

る。

■各学部の教育内容検討会議は、学修成果を可視化するための具体策を検討し、実現方法とその効果予測を

立てる。例えば、卒業論文・卒業制作等の成果について、報告会・発表会等を行い、それを基に検証を行う。

【教育課程の体系化】

■各学部の教育内容検討会議は、他大学の教育課程・カリキュラムフローなどを参考にカリキュラムフローを作

成し、教育課程の確認・点検を行う。

学部長
教務課

入試課
教育内容検討会議

【教育科目の整理】

■学長のリーダーシップの下、大学運営会議は、各学科の科目数、受講者数の実態を共有し、適正な科目数・
クラス数の基本方針を策定する。

学長

学長補佐
教務課 大学運営会議

【シラバスの活用】

■授業担当教員は、初回授業又は必要に応じ、シラバスを用いて授業テーマ、到達目標等の説明を実施する。

【シラバスの充実】（改：タイプ1）

■全学FD委員会、各学部の教育内容検討会議、教養教育機構運営委員会は、授業アンケート（シラバスに関す

る設問）の結果と以下の４項目についてシラバスの検証を行い、その結果をシラバス記入要領に反映させ、シラ

バスの充実を図る。

　1．.準備学習の具体的な内容及び必要な学習時間

　２．授業における学修の到達目標及び成績評価の方法・基準

　３．卒業認定・学位授与方針と当該授業科目の関連

　４．.課題に対するフィードバックを行うこと

ＦＤ委員長

（後藤学長補佐）

学部長

教養教育機構運営委員長

教務課

学部ＦＤ委員会

大学院ＦＤ委員会

教育内容検討会議

教養教育機構運営委員会

【全員参加の活発なＦＤ】
■全学FD委員会は、年間を通しての全教員の参加が見込まれるような多様な内容の研修会を企画・実施する。

■全学FD委員会は、学生の自主学修を促す授業方法を学ぶための多様な実践的機会を全教員に対して提供

する。

【アクティブラーニングの推進】

■全学FD委員会は、受講者数の多い講義における効果的なアクティブラーニングの方法及びルーブリックの評

価基準を学ぶ機会を提供する。

■全学FD委員会は、学外組織との連携による課題解決型授業を導入する教員に対して、支援体制（支援部署、

関係規程の整備等）を整備する。

【授業改善】

■全学FD委員会は、授業アンケートを前期・後期に実施し、結果を公表する。各学部のFD委員会は、授業アン

ケート結果の検証と課題に対する改善策を講じる。

■全学FD委員会は、平成30年度に向け授業アンケートの設問内容・実施方法等を見直す。
■全学FD委員会は、新しい授業設備・システムを活用するために、授業支援するITスタッフの活用を検討する。

【授業支援】

■全学FD委員会は、アクティブラーニングを導入する教員に対し、学生FDスタッフが利用できるように検討する。

■全学FD委員会は、アクティブラーニングの授業を行う大学会館3階大講義室の利用促進、活用支援を行う。

学部ＦＤ委員会

大学院ＦＤ委員会

アドミッション・ディプロマ・カリキュラムポ
リシーを検証し、魅力的な教育課程を実
現するため、教育課程の体系化、教育科
目の整理及びシラバスの充実を図る。

7学部を設置する総合大学の強みを活かし、また、

7学部それぞれの特色を明確に示すため、3つのポ

リシーを具現化した魅力的な教育課程を展開する。
また、継続して教育課程の体系化、教育科目の整

理及びシラバスの充実を図る。

ＦＤ委員長

（後藤学長補佐）
教務課

自校史ならびに平成28年度に新たに制
定した大学憲章を共有し、教育理念「人
間になろう」に基づく教育を実施する。

学生及び教職員が教育理念「人間になろう」と平成

28年度に新たに制定した椙山女学園大学憲章の理

解を深め、学修、教育・学生支援など、日々の活動

の中で意識し、行動できるようにする。また、自校史

への関心と理解を深めるため自校史教育を更に発

展させる。

3　教員の資質向上

専門領域における学術研究を深化し、Ｆ
Ｄ活動を推進し、授業改善、授業支援及
びアクティブラーニングを推進する体制を
つくる。

教員個人の専門領域においては、各自、学術研究

を深めるとともに全学ＦＤ委員会を中心とした全員

参加の活発なＦＤ活動を行い、授業改善、授業支援

及びアクティブラーニングを推進する。

担当責任者 担当部署 関係会議
椙山女学園大学中期計画

2017年度実施計画2017年度達成目標(ビジョン)

2　魅力ある学部・学科・専攻
づくり

Ⅰ　教育・
研究の質
的転換

1　教育理念等の共有

本学の取組を進展させていく上で組織体制の面で重要であったのは、2014年度から学長のリーダーシップの下に設置した「大学運営会議」である。大学運
営会議は、学長、学長補佐、各学部長、事務局部長職等で構成された教職協働組織であり、全学的な視点で本学の課題を速やかに解決することを目的とし、
企画、立案、審議を行う大学運営の中心的な組織である。大学運営会議では、大学の中期計画や単年度ごとのアクションプラン（ＡＰ）を策定のうえ、そ
れを実施、検証する体制が整備されたことに伴い、アクションプランにおける具体的な実施計画の中で、各施策の取組の実施責任者、担当部署、期限等を
明確にしたうえで進展させることができた。

従前の運営体制

各センター
各種委員会

各学部教授会

学長

大学協議会
（学長の諮問機関）

現在の運営体制

各センター
各種委員会

教育内容検討会議

分析結果の提供

情報収集・分析の指示

大学協議会
（学長の諮問機関）

大学ＩＲ室

は2013年度～2016年度に新設した組織等

学長

キャリア育成センター
社会連携センター

人間論実施委員会

教養教育機構

全学共通科目の教育内容の統一化

教養教育科目の全学共通化

教育課程、教授内容の検証・改善

大学運営会議

各学部教授会
（学部長）

大学の中期計画及びアク
ションプランの策定、実行
及び検証により改革を推進

大学中期計画 第２期計画（平成29年度～平成31
年度） ※大項目のみ
Ⅰ 教育・研究の質的転換

１ 教育理念等の共有
２ 魅力ある学部・学科・専攻づくり
３ 教員の資質向上
４ 高大接続、社会連携、国際連携の強化
５ 在学生へのサポート体制の充実
６ 教養教育、キャリア教育、生涯学習等の充実

Ⅱ 組織の質的転換
７ マネジメント体制の確立
８ 教職員像の確立

Ⅲ 教育環境の質的転換
９ 教育環境の整備

Ⅳ 財務の質的転換
１０ 安定した財政基盤の整備

毎年度のアクションプランの内容については、
年度当初に「学長メッセージ」として全教職員
を対象として説明会を開催して周知

ＡＰに基づき教育
職員と事務職員が
目標を共有しなが
ら協働するという
意識が芽生えた

新設した組織等は全て教職協働組織！



学長をリーダーとする全学的
教学マネジメント体制

取組内容

科目ナンバリングの導入

シラバス記載内容の充実と第
三者による事前チェック体制

「人間論」と教養教育科目の
教育内容の全学統一化

大学ＩＲ室による学生の
満足度調査等の実施

ベストティーチャー賞の創設

学生サポーター制度の創設

高大接続と入学者選抜
実施体制の強化

アクティブ・ラーニング
（ＡＬ）授業の推進

キャリア育成センターによる
一貫したキャリア育成

本学の使命を明確化した
「大学憲章」の制定

図書館ラーニングコモンズ整備

入学前スクーリングの実施

１

２

３

４

５

６ ７

２ ３

４

５

６

７
本学の教育、研
究、社会貢献に対
する使命を明確化
した「椙山女学園
大学憲章」を制
定、大学ＨＰにて公
表し、全教職員に
周知した。

８

８

学生サポーター制度椙山女学園大学憲章

学生同士が支え
あい、ともに成長
できる機会を提供

◆ピアサポーター
◆キャリア支援サポーター
◆交換留学生スタディメイト
◆ライブラリーサポーター

左の取組内容のうち主なものを紹介します

アクティブ・ラーニン
グの全学的な展
開、拡充を図るた
め、シラバス作成時
に授業で行うＡＬ手
法を明確化。また、
ＡＬに対応した施設
等を整備した。
2013年度末にラー
ニングコモンズを設
置した中央図書館
では入館者数･貸出
冊数ともに増加して
いる。

ＡＬ授業の推進、ラーニングコモンズの整備
ベストティーチャー賞

授業アンケート結果等に基づき、毎
年度選出し、その功績を表彰

キャリア教育推進ルーム

ＡＬ対応大講義室「Spirit」

ＡＬ授業の割合

（2017年度）

87.2%

※

※ＡＬ授業は、全授業科目（3690科目）のうち、グループワーク、ディベート・討議、フィールドワーク、プレゼンテーション、評価・
振り返り、ワークショップ学習、ＰＢＬ、反転授業、課題研究のいずれかの手法を一つもしくは複数組み合わせて実施している
授業を指す。

一貫したキャリア育成

学生のキャリア育成に3つの側面（キャリア教育＜
授業＞、キャリア支援＜講座など＞、体験学習
＜交流会など＞）からアプローチし、それらを有機
的に機能させながら、入学時から卒業時まで一
貫してキャリア意識の醸成を図っている。学生の
成長については、アンケート調査や外部のコンピテ
ンシーテスト、SPI分析結果を用いて学生自身が
把握できるよう可視化している。

高大接続と入試実施体制
の強化

◆2013年度から、入試合格者全員を対象とした
入学前スクーリングをスタート。

◆2014年度以降、併設高等学校以外の６校の
高等学校と高大連携に関する協定を締結。
今後、大学授業への生徒受入れや教員相互
の教育・研究交流等を行っていく。

◆2016年度から、入学センターの下にＡＯ選抜
第１次評価判定会議を置き、入学センター主導
による評価・判定を行い、アドミッション機能を強
化した。

８

30,000 冊

40,000 冊

50,000 冊

60,000 冊

60,000 人

80,000 人

100,000 人

120,000 人

2013 2014 2015 2016

中央図書館の入館者数･貸出冊数

入館者数 貸出冊数

（年度）

中央図書館ラーニングコモンズ
とグループワーク室

大学改革推進のエンジン

・全学的な視点で企画、立案、
実行、検証を行う

・月２回の開催により課題に迅
速に対応

大学運営会議

１

ピアカフェの様子



私立大学等改革総合支援事業による助成を受けた取組を中心とする本学の様々な分野での改革により、教育の質的転換が伸展し、授業内容・方法の改善に
よって学生の成長が促され、その結果として就職先企業からの評価が向上するなど、本学に対する社会からの総合的な評価が高まっている。
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キャリア教育に関するアンケート結果（主要項目）

2013年度

卒業生

（n=1,191）

2016年度

卒業生

（n=1,282）

％

学生への卒業時調査で、身に付いた能力等の満足度（「とて
も満足」と「やや満足」の合計）の自己評価が向上している。

83.7
87.2

ＡＬ科目数の割合の変化
（％）

2014年度 2017年度

ＡＬ手法を取り入れた授業科目
の割合は、改革総合支援事業実
施期間の前後で上昇している。
また、予習･復習に伴う授業外学
修時間も伸長している。

※授業外学修時間の調査は当該年
度1月下旬の特定日について1日当
たりの学修時間数を尋ねた。
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学生の授業外学修時間の変化 2014年度 2016年度
（n=444） （n=245）
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2014年度 2015年度 2016年度

就職率･実就職率･求人件数の推移

求人件数(件） 就職率 実就職率

（件）
本学のインターンシップ学生への企業
からの評価（2017年度）

・インターンシップ期間を通じてコミュニケーションをとり、

自分の意見を言えるようになる等、チームの中で仕事
をする基礎ができていたのが良かったと思います。

・物事を理解しようと積極的に質問し、活動的であった。
・周囲の状況を把握し、次に何をしたら効率がよいか考

え行動していた。
・物事の本質を理解し、チームが前へ進めるよう決断を

することができていました。
・自分が将来何をしたいのかがはっきりしていました。
・常に誠実な態度で臨まれていたことについては、高く

評価でき関心いたしました。
・礼儀、あいさつ、マナーがしっかりしており好感を持った。
・グループ発表においてはリーダーシップを発揮し、他の

学生をまとめていた姿が印象的でした。

※就職率は就職希望者数に占める就職者の割合
※実就職率は「就職者数÷（卒業者数－大学院進学者数）」

就職率、実就職率及び求人件数
のいずれも順調に推移しています

【実就職率ランキング（サンデー毎日 2017.8.6、大学通信調べ）】

・卒業生1,000名以上の全国の大学で２４位、全国女子大で３位
【大学ランキング2018（朝日新聞社AERAムック）】
・公務員試験合格ランキングの都道府県、市区町村職員（教職員などを除く）の採用

数において全国女子大で２位
・キャビンアテンダント採用ランキング（2016年度）において中部地方で２位

【女性社長の出身大学ランキング（帝国データバンク名古屋支店発表 2017.6.12）】

・愛知県内の大学で２位
【大学探しランキングブック2017（大学通信）】

・社会人が選ぶ「自分の子どもに入学してほしい大学」において全国私立女子大で１位
・進路指導教諭が選ぶ「生徒に人気がある大学」において東海･北陸の女子大で１位
・受験生が評価する大学（全国編）の「女子に人気の大学ベスト50」において愛知県私立大学で２位

【進学ブランド力調査2017（リクルート進学総研調べ）】

・東海エリアの女子高生からの志願度において東海エリア209校（国公立大学を含む）の中で６位

※ ※社会からの評価
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